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● 吉身北遺跡調査地 

調 査 位 置 図 ● 下之郷遺跡調査地 

３ 

▲SH-01 の周壁溝から発見さ

れた管玉 

中でも SH-0１と SH-0４から、多く出土した

滑石は、SH-0４においては原石や製品までの途

中過程の物が多く、加えて作業ピットのようなも

のも複数見つかっていることから、製作の工場の

ような役割を果たしていたのではないかと考えら

れます。また SH-01 からは相対的に製品が多く、

南西の周壁溝からは、21 個の管玉が連なって発見

されました。SH-01 は他の住居に比べ、非常に

規模も大きく、丁寧な周壁溝が施され、張り床も

あることから、この集落の滑石製品作りに何らか

の影響を及ぼす有力者の住居ではないかと考えら

れます。              （今村）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 15 日(木) 第３回見学会として、大阪

中之島の国立国際美術館で開催中の「始皇帝

と大兵馬俑」と吹田市立博物館を見学しまし

た。 

今回の参加者 41 名のほとんどか、初めて

目の当たりにした兵馬俑に、「一度は見たかっ

た」、「 迫力があった」、「兵馬俑がつくられた

中国の時代背景かよくわかった」など、様々

な感想を持たれたようです。 

続いての見学会先 吹田市立博物館では、学

芸員の池田さんに丁寧な展示説明をしていた

だきました。 

 次回の見学会は１月、寒い季節になりますが、

会員の皆さまのご参加を心よりお待ちしてお

ります。 

埋蔵文化財センター友の会だより  

４ 

国立国際美術館 

「始皇帝と大兵馬俑」 

【後 記】  

 よく「○○の秋」と表現されますが、皆さまはどのようなものを想像されるでしょうか？ 

芸術の秋、スポーツの秋など様々ありますが、同時に食欲の秋とも言います。 

野菜も夏野菜から、秋野菜へと移り変わり、昨今ではスーパーにも多くの種類が立ち並び、中に

は見慣れぬ外来の野菜もあります。しかしすでに食卓に定着している野菜の数々も、意外と最近に

なって日本に入ってきたものであるということをご紹介致します。 

例えば人参は十七世紀に、玉ねぎなどは明治期になって食べられるようになったように、歴史が

浅いことに驚きます。一方、紫蘇などは歴史が古く、縄文時代の遺跡に種子が発見されており、大

根の原種なども四世紀には大陸から入ってきたようです。また最近のものに思えるレタス（苣(ち

さ)）は、奈良時代（八世紀）に伝来したようです。 

 我々が普段何気なく口にする野菜にも、そのような歴史があるのですから、興味は尽きません。

（今村） 

吹田市立博物館 見学風景 

友の会第回見学会を開催しました！ 


